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隼
人
の
歴
史

大住隼人舞は6つの舞から構成されています。舞人を務める地元中学生・
高校生が、古代装束を身にまとって剣や盾などの武具・鈴などを持ち、太
鼓や笛の音に合わせて踊ります。❶から❻の順で奉納します。

歴
史
の
あ
る
本
市
に
は
、
地
元
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
10
月
に
行
わ
れ
る
市
指
定
の
3
つ
の
無
形
民
俗
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
64
・
１
３
０
０
）

盾を持ち、外からの
悪霊を防ぎます。

　盾
た て ふ せ

伏の舞

昭和48年に創作された「隼人踊り」。地元の
小学校の女子が花笠をかぶって華やかに踊
ります。

市
文
化
財
指
定
か
ら
50
年

　
大
住
隼
人
舞
は
、
大
住
地
域
の
月
読

神
社
と
天あ

ま
つ津
神
社
で
、
毎
年
10
月
14
日

の
夕
刻
に
奉
納
さ
れ
る
舞
で
す
。
昭
和

46
年
に
同
地
域
の
青
年
5
人
が
、
鹿
児

島
県
の
日ひ

え枝
神
社
に
伝
わ
る
神か

ぐ
ら楽
を
モ

デ
ル
に
復
元
し
ま
し
た
。
翌
年
に
大
住

隼
人
舞
保
存
会
が
結
成
さ
れ
る
と
、
昭

和
50
年
、
田
辺
町（
現
京
田
辺
市
）無
形

民
俗
文
化
財
第
１
号
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
市
文
化
財
指
定
か
ら
50
年

の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。

　
大
住
隼
人
は
、
今
か
ら
１
千
３
０
０

年
ほ
ど
前
に
九
州
の
大
隅
地
域
か
ら
、

現
在
の
大
住
地
域
に
移
住
し
た
人
々
の

こ
と
で
、「
大
住
」の
地
名
の
由
来
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
隼
人
の
人
々
は
当

時
都
で
あ
っ
た
平
城
宮
の
警
備
や
芸
能

活
動
を
行
い
、
朝
廷
に
奉
仕
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

龍笛の演奏
古代の空間にいざなう龍笛の音色。地元の
小・中学生、高校生が演奏します。（写真は大
阪・関西万博会場）

奉納される
6つの舞

けがれを払い、隼人の勇
ましさを誇示します。

昭和にタイム
スリップ

市文化財指定を受ける前
の大住隼人舞の奉納。
境内に敷いたござの上で
舞う素朴な舞でした。

54 年前（昭和４６年）54 年前（昭和４６年）

舞の盛り上げに一役

隼人踊り

特集 1
P 2▶13

秋
祭
の

三
重
奏

大
お
お
す
み
は
や
と
ま
い

住
隼
人
舞

大住隼人舞

６
つ
の
勇
壮
な
古
代
の
舞

　弓の舞
弓の技術を誇示し、狩猟
の豊かさを祈ります。

　振
ふ り つ る ぎ

剣の舞❸

❺

❹

舞台に「月読の神」「天津神」「国津神」
など八

やお よ ろ ず

百万の神々を呼び招きます。

　神
か み お ぎ

招の舞❷

八百万の神々に感謝を表します。
　松

た い ま つ

明の舞❻

神々を迎えるために、舞台を清め
ます。

　お祓
は ら

いの舞❶

月読神社月読神社

天津神社天津神社

山手幹線山手幹線

北部住民
センター
北部住民
センター

大住駅大住駅

京奈和自動車道京奈和自動車道

府道
八幡木津線
府道
八幡木津線

10 14火日時

天津神社
月読神社場所 午後6時30分から

午後7時30分から
公共交通機関で来場してください。

夜店に夜店に
子どもた

ちも
子どもた

ちも

ワクワク
♪

ワクワク
♪
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最
近
の
保
存
会
の
活
動
は

　

昨
年
2
月
、
京
都
南
座
で
京
都
を
代

表
す
る
伝
統
芸
能
の
1
つ
と
し
て
出
演

し
ま
し
た
。
各
演
舞
の
時
間
が
秒
単
位

で
決
め
ら
れ
る
な
ど
制
約
が
あ
り
ま
し

た
が
、
舞
を
短
く
組
み
替
え
適
応
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
11
月
に
は「
隼

人
の
盾
」が
出
土
し
た
奈
良
の
平
城
宮

跡
で
聖
武
天
皇
即
位
１
３
０
０
年
記
念

特
別
展
に
出
演
し
ま
し
た
。
大
極
殿
前

に
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
幻
想
的
な
夜
間

演
出
の
中
、
宮
廷
で
演
じ
た
と
さ
れ
る

舞
が
こ
の
地
で
披
露
で
き
た
こ
と
は
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
の
披
露
は

　

5
月
3
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
関

西
パ
ビ
リ
オ
ン
で
、
国
内
外
か
ら
訪
れ

た
多
く
の
観
客
の
前
で
披
露
で
き
た
こ

と
は
特
別
な
思
い
出
で
す
。
舞
台
裏
と

し
て
は
、
搬
入
は
出
演
時
間
の
30
分
前

と
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
前
日
に
北

部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
組
み
立
て
て
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
舞
台
設
営
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ク
で
各
舞
の
解
説
を
す
る

際
に
、
外
国
人
に
も
伝
わ
る
よ
う
日
本

語
と
英
語
を
併
用
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
望
は

　

大
住
隼
人
舞
の
ル
ー
ツ
は
鹿
児
島
県

大
隅
地
方
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

鹿
児
島
県
の
3
大
祭
り
の
1
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
る「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」

（
曽そ

お於
市
）か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、
11

月
に
出
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年

創
建
千
年
を
迎
え
る
岩
川
八
幡
神
社
の

伝
統
行
事
で
、
大
切
な
記
念
の
年
に
招

か
れ
た
こ
と
は
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。
約
5
ｍ
あ
る
武
人
姿
の
弥
五
郎

人
形
が
町
内
を
練
り
歩
く
行
事
で
す

が
、
こ
の
弥
五
郎
と
い
う
人
物
は
隼
人

族
の
首
領
と
い
う
説
も
あ
り
、
縁
を
感

じ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
住
隼
人
舞
は
月
読
神
社
で
奉
納
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

1
時
間
前
に
岡
村
地
域
の
天
津
神
社
で

も
奉
納
し
て
い
ま
す
。
薄
明
か
り
の
中

で
、
質
素
な
ご
ざ
の
上
で
舞
う
姿
は
、

見
る
人
を
古
代
へ
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

奈良平城宮跡で披露

大住隼人舞保存会
会長 石坂 清さん（70）
地域の農業委員を務めて6年目。
米作りしながら、保存会の活動に励んでいます。

ライトアップされた大極殿前に設置された舞台で、勇壮な舞を披露。松明の舞
では照明が落とされ、大極殿をバックに舞人の姿がシルエットで浮かび上がりま
した。（昨年11月23日）

聖武天皇即位 1300 年を
みんなで祝おう！
ナイト サイト ミュージアム

舞人や龍笛奏者を務めた22人の皆さん

大阪・関西万博で披露

大阪・関西万博の関西パビリオンで、実際とほぼ同じ大きさの舞台を短時間で再現。大屋根リングが見下ろす場所
に設けた観客席には、外国人など多くの人が舞に見入っていました。（5月3日）

meet up Kyoto きょうと大集合 ステージイベント

日本を代表する数々のイベントで舞う

隼人舞

大住隼人舞

大谷高等学校３年生
岩本 真輝さん

　

幼
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
大
住
隼

人
舞
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
中
学
校
1
年
生
の
時
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
奉
納
の
機
会
が
減
る

中
で
も
、
伝
統
を
守
り
た
い
一
心
で

練
習
を
重
ね
、
南
座
や
平
城
宮
跡
な

ど
歴
史
あ
る
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
6
年
間
の
活
動
の
先
に

は
、
大
阪
・
関
西
万
博
と
い
う
世
界

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
舞
台
も
経

験
し
、
大
切
な
仲
間
と
と
も
に
大
住

隼
人
舞
の
魅
力
を
広
く
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
学
生
へ
の
指
導
や
ゆ

か
り
あ
る
地
域
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
多
く
の
人
の
心
を
躍
ら
せ
る
舞

を
、
末
永
く
つ
な
い
で
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

平城宮跡資料館（奈良市）では、隼人の盾
（複製品）が常設展示されています。昭
和38年の発掘調査で発見されました。

田辺駅前大通りの地面に
は、魔除けの紋様が入った隼
人の盾が描かれています。

府地域文化活性化連絡協議会の公
式ユーチューブ（＝2次元コード）で、
隼人舞の紹介動画を視聴できます。

盾が描かれた
駅前ストリート盾を展示舞を動画で公開

Interview 伝統の守り人

舞
っ
て
6
年
。

今
後
は
指
導
役
に

11
月
に
隼
人
族
と
縁
が
あ
る

鹿
児
島
県
の
3
大
祭
り
に
出
演
し
ま
す

Interview 舞人

もっと知りたい！



瑞饋神輿

　
10
月
に
田
辺
地
域
に
あ
る
棚た

な
く
ら
ひ
こ

倉
孫
神
社
の
秋
祭
で
２
年
に
一
度
、
繰

り
出
さ
れ
る
瑞
饋
神
輿
。
一
説
に
よ
る
と
、
明
治
期
に
、
北
野
天
満
宮

の
瑞
饋
神
輿
を
手
本
に
制
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
５
年

に
一
度
途
絶
え
ま
し
た
が
、
昭
和
51
年
に
47
年
ぶ
り
に
復
元
し
ま
し

た
。
昭
和
53
年
に
瑞
饋
神
輿
保
存
会
が
結
成
さ
れ
る
と
、
同
年
、
田
辺

町（
現
京
田
辺
市
）無
形
民
俗
文
化
財
第
２
号
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
輿
は
約
30
種
類
ほ
ど
の
野
菜
や
穀
物
、
乾
物
で
飾
り
付
け
ら
れ
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。

30
種
類
の
野
菜
・
穀
物
で
飾
り
付
け

瑞
ず
い
き
み
こ
し

饋
神
輿

棚倉孫神社の境内に並ぶ大小2基の瑞饋神輿。
メインの「大人神輿」（写真左）と、少し小ぶりの「子
ども神輿」（写真右）は、毎年交互に作られます。

❶ 鳥居くぐり
鳥居の下をくぐるため、担ぎ棒を地面す
れすれまで下げます。屋根飾りの鳳

ほうおう

凰
を傷付けないように、担ぎ手は腰を落
として慎重に歩みを進めます。

❹ �太鼓の音を響かせながら 
区内を巡行

❷ 上り坂 
天井川の天津神川を越えるため、
傾斜のきつい境内の坂を上ります。
氏子ら約20人が力を込めます。

華やかな衣装を身に着けたお稚児
さん。巡行の直前に、神主よりおは
らいを受けます。

今年は巡行の年

神輿と子どもたちを乗せたトラックが、
太鼓の音を響かせながら田辺区内を巡
行します。巡行後、神輿は神社で奉納
された後、境内で一年間展示されます。

お稚
ち ご

児さん

巡行の流れ

大人神輿と子ども神輿
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難所

難所

難所❸ 下り坂 
橋を渡り川を越えたら、 
今度は急勾配の坂を下ります。
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どんな農産物が使われているの？
ズイキ・トウガラシ・ナス・キンカ
ン・赤ナス（野菜）、米・小豆・大
豆・麦・インゲンマメ・ナタマメ（穀
物）、ケイトウ・千日紅（花）など約
30種類。ほとんどを総代・氏子な
ど関係者で生産しています。

ズイキとは？
サトイモの葉

ようへい

柄のことで、植物の
葉と茎をつなぐ柄状の部分のこ
とをいいます。

制作風景。朝9時から夕方4時まで、
黙 と々作業の手を進める制作者の皆さん

１０月上旬に関係者総出で神輿を組み立て、ズイキで
屋根を覆います。巡行当日の朝、軒先を切り落として、
きれいに仕上げます。

41年前（昭和59年）41年前（昭和59年）
区内を練り歩く瑞饋神輿

　

私
が
保
存
会
の
会
計
担
当
か
ら
制
作

担
当
に
替
わ
っ
て
は
や
10
年
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
制
作
者
は
６
人
で
、
平
均

年
齢
は
70
歳
半
ば
と
か
な
り
高
齢
化
し

て
い
ま
す
。

10
年
ぶ
り
の
大
仕
事

　

制
作
は
、
神
輿
を
お
は
ら
い
し
て
古

い
装
飾
を
取
り
外
す
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
。
９
月
上
旬
に
神
輿
を
パ
ー
ツ
ご
と

に
解
体
し
た
後
、
一
週
間
か
け
て
穀
物

類
を
貼
り
付
け
て
い
き
ま
す
。
壁
面
に

す
き
間
な
く
敷
き
詰
め
て
い
る
イ
ン
ゲ

ン
マ
メ
は
、
日
持
ち
が
良
い
の
で
こ
れ

ま
で
補
修
で
し
の
い
で
き
ま
し
た
が
、

虫
食
い
や
劣
化
が
進
ん
で
き
た
の
で
、

今
回
、
10
年
ぶ
り
に
貼
り
替
え
ま
す
。

天
候
に
左
右
さ
れ
る
苦
労
も

　

指
定
文
化
財
な
の
で
、
で
き
る
だ
け

形
状
を
変
え
る
こ
と
な
く
伝
統
を
守
っ

て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
自
然
の
物
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
猛
暑
や
渇
水
な

ど
天
候
の
影
響
で
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
対

応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
前
回
、
屋
根
を
覆
う
ズ
イ
キ
の

生
育
が
悪
く
葉よ

う
へ
い柄
が
短
か
っ
た
の
で
、

根
元
の
サ
ト
イ
モ
の
一
部
を
含
め
て
使

用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
飾
り
と
な
る

野
菜
が
不
作
で
手
配
で
き
な
い
時
は
、

や
む
を
得
ず
代
わ
り
の
農
作
物
を
探
し

ま
す
。

技
術
の
継
承
の
た
め
に

　

装
飾
に
は
設
計
図
や
手
順
書
が
な

く
、
前
回
の
写
真
や
記
憶
を
頼
り
に
制

作
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
や
知
識

を
継
承
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も

神
輿
は
毎
年
制
作
し
て
い
ま
し
た
が
、

高
齢
化
す
る
担
当
者
の
負
担
を
考
え
、

前
回
か
ら
隔
年
制
作
に
変
更
し
ま
し

た
。
た
だ
、
大
人
と
子
ど
も
神
輿
を

交
互
に
制
作
す
る
こ
と
で
、
空
白
期

間
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
、
細
部
ま
で
見
て

　

市
を
代
表
す
る
文
化
財
を
作
っ
て
い

至
近
距
離
で
細
部
の
こ
だ
わ
り
を
見
て

瑞饋神輿保存会　制作者の一員
小坂 隆利さん（79）
昔の職場仲間と月1回、舞鶴で舟釣りを楽しんでい
ます。以前、80cmの鯛を釣り上げた時の感触を今
でもはっきり覚えています。

Interview 伝統の守り人

大正・昭和にタイム
スリップ

110年前（大正４年）110年前（大正４年）
掛け軸に描かれた瑞饋神輿

る
こ
と
に
や
り
が
い
と
誇
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。
体
が
動
く
限
り
は
制
作
を
続

け
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
、
伝
統
を
後
世
ま
で
残
す
こ

と
に
貢
献
し
た
い
で
す
。
神
輿
は
細
部

ま
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

顔
を
近
づ
け
て
至
近
距
離
で
見
て
く
だ

さ
い
。
感
動
し
て
い
た
だ
け
た
ら
制
作

冥
利
に
尽
き
ま
す
。

瑞饋神輿

京田辺駅京田辺駅
棚倉孫神社棚倉孫神社

府道八幡木津線府道八幡木津線
天津神川天津神川

10 12日
午後1時から巡行

日時

棚倉孫神社場所

公共交通機関で来場してください。

巡行の４日前に、鮮度落ちが早い
野菜類を一気に飾り付けます。

穀物類は、ピンセットやつまようじを
使って一粒ずつ丁寧に貼り付けます。

傷んだインゲンマメを
彫刻刀で外して、新し
い豆に入れ替えます。

細かい作業はまさに職人！
瑞饋神輿ができるまで

千里の道も
一歩からやで

ミリ単位の調整や

ゴールが見えてきたで！

目と肩が
えらい

小さすぎて
指でつかめへん

壁面は約8,000粒の
インゲンマメ（三度豆）でびっしり

ついに完成　
伝統の紡ぎ手として
誇りに感じるわ。感無量。
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１
０
０
種
類
の
野
の
幸
を
供
え
、
湯
を
振
り
ま
く

傘持ちや刀持ち、「宝物」と呼ばれる箱を
頭上に載せた人など約２０人が列をなし
て御旅所まで巡行します。（写真は20年
前の様子）

三山木駅三山木駅

JR三山木駅JR三山木駅

佐牙神社山本御旅所佐牙神社山本御旅所
寿宝寺寿宝寺

三山木
小学校
三山木
小学校佐牙神社佐牙神社

　
「
山
本
の
百
味
と
湯
立
」は
、

佐
牙
神
社
の
山
本
御お

た
び
し
ょ

旅
所
で
毎

年
10
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
朝
、
佐
牙
神
社（
宮
津
地
域
）

か
ら
山
本
御
旅
所（
三
山
木
地

域
）
ま
で
神
輿
が
巡
行
す
る

と
、
約
１
０
０
種
類
の
農
産
物

が「
百
味
」と
し
て
神
棚
に
供

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
日
の
夜
に
行
わ
れ
る

「
湯
立
」で
は
、
巫み

こ女
が
笹
で

釜
の
湯
を
す
く
い
、
参
拝
客
に

振
り
か
け
て
無
病
息
災
を
願
い

ま
す
。
平
成
６
年
、田
辺
町（
現

京
田
辺
市
）無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
の
百ひ

ゃ
く
み味

と
湯ゆ

だ
て立

百
味
は
「
映
え
」
を
意
識

　
「
百
味
」は
約
70
軒
あ
る
氏
子
か
ら

提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
中
に
は
キ

ビ
・
ア
ワ
な
ど
百
味
の
た
め
に
育
て
て

い
る
穀
物
も
あ
り
ま
す
。
１
０
０
種
類

を
揃
え
る
の
は
非
常
に
困
難
で
、
や
む

を
得
ず
区
外
や
市
外
か
ら
入
手
し
て

い
る
物
も
あ
り
ま
す
。
近
隣
で
手
に
入

り
に
く
い
農
産
物
は
旅
先
な
ど
で
確

保
し
、
行
事
の
時
ま
で
冷
蔵
庫
で
長
期

保
存
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
種
多
様
な
農
産
物
を
神
棚

に
陳
列
し
ま
す
が
、
た
だ
並
べ
る
だ

け
で
な
く
、「
映
え
」を
意
識
し
て
い
ま

す
。
見
た
目
を
美
し
く
豪
華
に
見
せ
る

た
め
、
色
味
や
大
き
さ
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
す
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

巫
女
の
後
継
者
が
来
年
デ
ビ
ュ
ー

　
「
湯
立
」の
巫
女
を

長
き
に
わ
た
っ
て
務

め
ら
れ
た
方
が
2
年

前
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
で
、
行
事
の
存
続
に

危
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

臨
時
的
に
水
口（
滋
賀

佐牙神社
氏子総代 藤井 康夫さん（79）
週1回のペースで仲間とゴルフを楽しんでい
ます。家では家庭菜園でさまざまな種類の
野菜を育てています。

県
）や
精
華
町
に
あ
る
神
社
の
巫
女
に
来

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
な
ん
と
か
湯
立
を

継
続
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
か
ら
は
、

神
職
の
修
行
を
積
ま
れ
て
い
る
地
元
の
大

学
生
に
お
願
い
で
き
そ
う
で
す（
＝
13
ペ
ー

ジ
）。
湯
立
は
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
行

事
の
華
な
の
で
、
末
永
く
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

伝
統
文
化
を
守
る
た
め
知
恵
を
絞
る

　

氏
子
の
数
は
年
々
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
行
事
を
、

私
た
ち
の
代
で
終
わ
ら
す
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
地
元
の
氏
神
で
あ
る
佐
牙
神
社
を

守
っ
て
い
く
た
め
、
参
拝
客
を
増
や
す
ア

イ
デ
ア
や
注
目
を
集
め
る
工
夫
を
み
ん
な

で
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
て
い
ま
す
。

山本の百味と湯立

「
百
味
」の
陳
列
は
見
映
え
を
意
識

　
当
日
の
朝
、
佐
牙
神
社
を
出
発
し
た

2
基
の
神
輿
は
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し

な
が
ら
、
約
２
km
先
の
山
本
御
旅
所
を

目
指
し
て
巡
行
し
ま
す
。
以
前
は
、
重

さ
約
80‌

kg
あ
る
神
輿
を
氏
子
が
担
い

で
い
ま
し
た
が
、
高
齢
化
す
る
関
係
者

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
人
力
か
ら
台
車

へ
、
そ
し
て
6
年
前
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク

で
神
輿
を
運
ん
で
い
ま
す
。

神
輿
の
渡と

ぎ
ょ御

1

百
味

2
　

神
輿
が
御
旅
所
に
到
着
す

る
と
、
氏
子
か
ら
集
め
ら
れ

た
野
菜
・
果
物
・
穀
物
な
ど

１
０
０
種
類
以
上
の「
百
味
」

を
、
5
段
の
神
棚
に
所
狭
し

と
並
べ
て
供
え
ま
す
。
手
前

の
桶
に
は
、
当
日
夜
に
行
わ

れ
る「
湯
立
」の
湯
が
供
え
ら

れ
ま
す
。
⇓
次
ペ
ー
ジ
へ

野
菜
・
果
物
・
穀
物

が
神
棚
に
ず
ら
り

佐
牙
神
社
か
ら

山
本
御
旅
所
へ
巡
行

祭
の
流
れ

江津区と山本区の祭神が
まつられている佐牙神社

傘持ち宝物持ち

Interview 伝統の守り人

10 12日
午後7時から

日時

佐牙神社
山本御旅所場所

公共交通機関で来場してください。
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父
は
佐
牙
神
社
な
ど
４
社
の
宮
司
を
務
め
て
い
ま

す
。
私
は
将
来
、
父
の
跡
を
継
ぐ
予
定
の
た
め
、
こ
の

夏
休
み
の
１
カ
月
、
神
職
養
成
学
校
に
週
６
日
の
ペ
ー

ス
で
京
都
市
ま
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。
30
人
程
が
合
同

で
、
座
学
や
作
法
な
ど
神
職
の
基
本
的
な
知
識
・
技
術

を
習
い
ま
し
た
。
朝
８
時
半
か
ら
夕
方
６
時
半
ま
で

み
っ
ち
り
学
ん
だ
後
、
続
け
て
１
時
間
ほ
ど
自
主
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
初
め
て
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
大
変

な
上
、
２
時
間
の
正
座
が
私
に
は
か
な
り
つ
ら
か
っ
た

で
す
。

　

宮
司
に
な
る
の
は
父
が
引
退
し
て
か
ら
な
の
で
当

分
先
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
人
に
安
心
と
前
向
き
な

気
持
ち
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
神
職
を
目
指
し

て
、
現
在
も
修
行
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
で
す
が
、
来
年
の
湯
立
か
ら
巫
女
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
多
く
の
参
拝
者
の
前
で

堂
々
と
舞
え
る
か
心
配
で
す
が
、
落
ち
着
い
て
作
法
を

間
違
え
ず
に
や
り
遂
げ
た
い
で
す
。

　
か
ね
と
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
、
巫
女
が
神か

ぐ
ら楽
を

舞
い
な
が
ら
、
大
き
な
釜
の
湯
に
酒
・
塩
・
米
を
順

番
に
入
れ
ま
す
。
巫
女
が
ひ
し
ゃ
く
で
す
く
っ
た
湯

を
、
神
官
が
神
棚
に
供
え
る
と
、
つ
か
の
間
の
静

寂
が
訪
れ
ま
す
。
巫
女
が
両
手
に
笹
を
持
ち
、
湯
を

す
く
っ
て
高
く
上
げ
る
所
作
が
静
寂
が
破
ら
れ
る

合
図
。
か
ね
と
太
鼓
が
激
し
く
鳴
り
響
き
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
笹
が
振
り
ま
か
れ
ま
す
。
参
拝
客
か
ら
沸

き
起
こ
る
歓
声
と
悲
鳴
、
響
き
渡
る
拍
手
。
巫
女
が

手
を
止
め
る
と
、
湯
気
に
包
ま
れ
見
え
な
く
な
っ
て

い
た
巫
女
の
姿
が
再
び
現
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
湯
立

は
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
厳
し
い
表
情
だ
っ
た
巫
女
の
顔
が
一

変
、
和
や
か
に
な
り
、
参
拝
客
に
鈴
を
鳴
ら
し
な
が

ら
無
病
息
災
を
願
い
ま
す
。

大学２年生
森村 心

こ こ ろ

桜さん（19）
日本史と神社仏閣巡りが好きです。

市指定無形民俗文化財をテーマに、２年ぶりに市民の皆さんに LINE アンケートを行いました。３２３人の
回答者のデータと意見の一部を紹介します。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
� 問合せ先＝秘書広報課（☎64-1320）

大住隼人舞 65%（+6） 35%（+11）

瑞饋神輿 49%（+2） 29%（+15）

山本の百味と湯立 18%（+4） 10%（+5）

▼夜に行われる大住隼人舞は、松明の明かりなど幻想的で見た時は感動した。こどもが伝統を守って練習してい
るのも素敵▼瑞饋神輿の制作現場をたまたま見かけたが素晴らしかった▼百味と湯立は、地元の人も含めてもっ
と知る機会があるといい。幽玄かつ厳かな湯立が今も息づいていることに感動した▼25年も市内に住んでいる
のに、全く知らなかった。もっと目につくようなお知らせがあるとうれしい▼市内に古代の息吹を感じさせる行事
が残っていてとても良い。この伝統行事をみんなで考え、感じ、それを大切につないでいくことが重要だと思う

感想・意見など

市民にLINEで
アンケート

（ ）内は前回のアンケート結果からの増減。いずれも上昇していました。

認知度

山本の百味と湯立

神
職
を
目
指
し
て
修
行
中
！

来
年
の
湯
立
で
巫
女
デ
ビ
ュ
ー

湯
立

3巫
女
が
舞
い
、
湯
を
振
り
ま
く

Interview 伝統の守り人

この時の神棚は3段。湯立では顔を
伏せたり手を合わせたりする参拝者
の姿が見られます。

40年前の百味と湯立（昭和60年）40年前の百味と湯立（昭和60年）

ドンドンドンドン

ジャンジャンジャンジャン

昭和にタイムス
リップ

知っている 見たことがある



特集２ 昭和の田辺町に想いをはせる
今年は、昭和元年から起算して「昭和100年」となる節目の年です。これを記念して、市民の皆さ
んに、昭和の田辺町（現 京田辺市）の風景写真を募集しました。応募写真の一部を紹介します。
応募者や協力いただいた郷土史会の皆さん、ありがとうございました。
問合せ先＝秘書広報課（☎64-1320）

12年

35年

61年薪地域の耕牛

手原川河口付近の観光船

近鉄新田辺駅　踏切

田辺町役場 

国鉄大住駅

JR松井山手駅

山城大橋の河川敷広場でのたこ揚げ大会

大住尋常小学校

13年

打田地域
警察音楽隊によるパレード

30年

三山木小学校

田辺郵便局

元年

59年

近鉄新田辺駅改札

定点比較

薬師堂（現 市役所・保健センター周辺）
現在

木津川水泳場臨時駅舎

田辺小学校付近を走る最後の　SL（現 JR）

46年

45年

田辺高校前の馬坂川（天井川）

64年

終戦（２0年）

太平洋戦争開戦（16年）

4村が田辺町に
編入合併（２6年）

東海道新幹線
開業（39年）

沖縄返還（47年）

人類初の月面着陸（44年）

日中戦争（12年）

青函トンネル開通（63年）

ロッキード事件（51年）
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50年

市民公募

34年

58年
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国勢調査は、日本の未来をつくるために必要で大切
な調査です。国や地方公共団体が正確な統計に基づ
いて、公正で効率的な行政を行うためには、日本に
住む全ての人・世帯が漏れなく、正確に回答する必
要がありますので、ご協力をお願いします。

◎回答はインターネットで  10月8日まで
回答は、スマートフォンやパソコンからいつでも手
軽にできるインターネットを利用してください。
QRコードを読み取ることで、ログイン情報を自動
入力することができます。詳しくは、国勢調査員が
配布する「インターネット回答依頼書」をご覧くだ
さい。

■ 紙で回答もできます
インターネット回答を利用しない人は、調査員が配
布した紙の調査票で回答し、返信用封筒で郵送して
ください。
【回答期限】
10月8日㈬
【調査書類の配布・回収】
国勢調査京田辺市実施本部（京田辺市東西ノ口51
〈旧田辺東幼稚園〉、☎62-4341）
開設日時＝▼10月8日㈬まで…平日（午前8時30分
～午後7時）、土・日曜日（午前9時～午後5時）
▼10月9日㈭～27日㈪…平日（午前8時30分～午
後5時15分）

国勢調査コンタクトセンター
☎0570-02-5901、IP☎03-6628-2258（午前9時～午後9時）

「QRコード」は㈱デンソーウェーブの登録商標です。

国勢調査にご協力を

問合せ先＝秘書広報課（☎64-1320）

　学生グループが市職員を取材して、より良いまち
づくりのために力を入れている点や工夫しているこ
と、こだわりなどを教えてもらい感謝を伝える「京
田辺ありがとうプロジェクト」。最終回は、こども
施策を推進する担当者に話を伺いました。
－こども未来政策推進室の仕事内容は？
　令和6年度に新設された部署で、主に、就学前教
育・保育、児童福祉などのこども施策の推進や、こ
ども計画に関する業務を行っています。こどもが輝
けるまちづくりの道しるべとなる同計画を策定する
には、こども・若者の意見・考えを盛り込む必要が
あるため、当事者を招いてのワークショップを企
画・実施しました。また、同志社女子大学と連携
し、将来、保育士などこどもに携わる仕事を目指す
学生と一緒に、創造性を豊かにする砂遊びが楽しめ
るフェスタなどを開きました（＝写真①）。
－今、特に力を入れている施策は？
　市はたくさんの子育て応援事業を展開しています
が、周知不足のため、「知らなかった」「もっと早
く知りたかった」という意見が寄せられています。
そこで、子育て世代に多く利用されているSNS「イ
ンスタグラム」での情報発信を10月から新たに始

めます。こどもの施設
や遊び場スポット、子
育て講座やこども・若
者向けのイベント、離
乳食・おやつレシピなど、文字だけでなく、写真や
ショート動画なども使って、工夫しながら分かりや
すく情報を届けします。詳しくは広報紙11月号で
お知らせします。
　また、保護者の生活スタイルが多様化する中で、
幼稚園と保育所の両方の良さを合わせ持つ「こども
園」化を進めています。今後も、保護者とこども双
方が幸せと感じる子育て環境を目指して、取り組ん
でいきます。

　子育ての部署は、温和な雰囲気で控えめな
イメージを持っていたので、「どこの自治体で
も、最も忙しい部署は子育て関係」と聞いて正
直意外でした。こどもたちの暮らしや命に関わ
ることから全職員の目が本気だったし、こども
たちのためにという熱くて真っ直ぐな意志を感
じました。こども施策に関わってくれている皆
さん、ありがとうございます！

◎取材で感じたこと

◎私たちから皆さんにクイズ！

Q1：こどもに関する部署の職員数は？
Q2：令和元年から10歳代人口は何人増えている？

A1：約70人（市役所内で）
A2：約260人

ありがとう

学生が市職員を取
材！

シリーズ➎【最終回】こども施策の舞台裏

記者に
　チャレンジ！

「接続使」「チームで
こぼこ」の皆さん

　学生記者の皆さんへ
　こちらこそありがとうございました！
　これまで5回シリーズ
で、学生の皆さんの企画
「京田辺ありがとうプロ
ジェクト」を紙面で紹介
してきました。同シリー
ズは、3月に京田辺クロ
スパークで開かれたプレ
ゼンテーション（＝写真②）の内容を記事として再編
集したものです。プレゼン当日、市職員へのメッセー
ジを綴る時間が設けられ、多くの来場者に感謝の気
持ちを書いていただきました。後日、学生の皆さんか

ら、その時のカード（＝写真㊦）を取材先の各部署に
届けてくれました。
　私たち市職員は、より良いまちづくりのため日々の
仕事に取り組んでいるので、当然のことと考えていま
すが、今回、感謝をいただける企画を考案してくれて、
こちらこそありがとうございました！
　今後も引き続き、皆さ
んの笑顔がもっと増やせ
るよう職員一丸となって
まちづくりを進めていき
ます。

河原こども園の除幕式㊤①

②

たくさんの感謝
に感激！励みにな
ります。

 問合せ先
（11月7日㈮まで）  


